
上記事項につきましては、法令及び当社定款第14条の規定に基づき、書面交付請求を
いただいた株主様に対して交付する書面には記載しておりません。

第15回定時株主総会資料
電子提供措置事項のうち法令及び定款に基づく
書面交付請求による交付書面に記載しない事項

会 社 の 体 制 及 び 方 針
連 結 株 主 資 本 等 変 動 計 算 書
連結計算書類に関する注記事項
株 主 資 本 等 変 動 計 算 書
計 算 書 類 に 関 す る 注 記 事 項

（2025年4月1日から2026年3月31日まで）

株式会社ジーテクト



会社の体制及び方針
1. 取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制その他業務の適正
を確保するための体制
　当社の取締役会は、内部統制システム整備の基本方針について、以下の通り決議しています。

(1) 取締役及び使用人の職務の執行が、法令及び定款に適合することを確保するための体制
① 当社で働く役員及び社員一人ひとりが共有する行動の指針として、法令及び社内規則の遵守等について示した
「わたしたちの行動指針」を制定し、その周知徹底を図ることにより、法令遵守、企業倫理の向上に努める。

② コンプライアンスに関する取り組みを推進するため、事業管理本部長を担当役員として「コンプライアンスオ
フィサー」に任命し、コンプライアンス体制の整備を全社横断的に推進するための「コーポレート・ガバナン
ス委員会」及び、その実働組織であるコンプライアンス小委員会を組織運営するほか、コンプライアンス又は
企業倫理に関する提案を受け付ける「企業倫理改善提案窓口」を設置するなど、コンプライアンス体制の整備
を行わせるものとする。

③ 当社の事業運営が法令及び定款に適合し、かつ健全に行われるため、監査役による監査や、業務監査室による
各部門に対する内部監査を実施する。

(2) 取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制
　取締役会議事録等、取締役の職務執行に係る情報の保存及び管理に関し、文書管理規程等の社内規程に従い、
適切に保存及び管理を行う。
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(3) 損失の危険の管理に関する規程その他の体制
① 当社グループ全体の事業上のリスクに適切に対処できる事業運営体制を構築するため、生産本部長を担当役員
として「リスクマネジメントオフィサー」に任命し、全社横断組織であるリスクマネジメント小委員会の運営
を通じて、リスクマネジメントに関する体制整備や諸施策を推進する。

② 大規模災害などの全社レベルの危機に対応するため、「全社危機管理方針」、「危機対応規程」及び「危機別
対応マニュアル」を整備するとともに、部門ごとに対応すべきリスクについては、上記方針、規程及びマニュ
アルを基に、各部門においてそれぞれ地域の状況に応じて予防・対策に努める。

③ 経営上の重要事項については、「審議基準」に基づき取締役会、経営会議などに付議し、リスク評価を行った
上で決定する。

(4) 取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制
① 取締役会は、定時又は必要に応じて臨時に開催し、法令、定款及び取締役会規程に定められた事項の決議及び
重要な経営意思決定を行うほか、各取締役及び執行役員から業務に関しての報告を受け、監視、監督機能を果
たすと同時に、取締役の任期を1年とすることにより、経営環境の変化に対応して機動的な経営体制を構築す
る。

② 経営環境の変化に柔軟に対応し、経営意思決定の迅速化を図るため経営会議を設置し、経営に関する重要事項
や取締役会に付議する事項に関する事前審議を行う。

③ 業務執行の迅速化と責任の明確化を図るために執行役員制度を採用し、取締役会にて選任された執行役員は、
取締役会の決定した方針、戦略に従い、委譲された権限の範囲内において担当業務を執行し、取締役会及びそ
の他会議において業務の進捗状況、結果等の報告をする。
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(5) 当社及び当社子会社から成る企業集団における業務の適正を確保するための体制
① 当社及び当社子会社間では、コーポレート・ガバナンスに関する基本的な考え方を共有しつつ、各国の法令や
現地の事業環境等に合わせた自立的で責任あるコーポレート・ガバナンス体制の充実を図るほか、子会社の責
任者を当社のコンプライアンス小委員会及びリスクマネジメント小委員会のメンバーとすることで、当社グル
ープ全体のコンプライアンス及びリスクマネジメントの向上を目指す。

② 子会社の経営については、その自主性を尊重しつつ当社の取締役又は執行役員等が子会社の役員に就任するこ
とにより当該子会社の業務執行を監督するとともに、社内規程に基づき、子会社より重要案件に関する定期報
告を受け、当社グループ全体の経営の健全性、効率性等の向上を図る。

③ 海外子会社の経営については、海外事業本部がグローバル施策の推進を統括管理するほか、地域本部制により
任命された各地域の地域本部長が現地にて迅速な経営判断を行い、経営会議又は、グローバル経営会議におい
て海外事業本部と連携して、重要案件に関する事前協議や定期報告を行う。

④ 子会社の事業運営が法令及び定款に適合し、かつ健全に行われるため、監査役による監査や、業務監査室によ
る内部監査を実施する。

(6) 監査役の職務を補助すべき使用人に関する事項及び当該使用人の取締役からの独立性に関
する事項並びに当該使用人に対する指示の実効性の確保に関する事項

① 監査役がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合には、会社は当該監査業務を補助する使用人を
置き、その補助を行わせる。

② 監査業務の補助を行っている使用人に関する人事考課は監査役が行い、その他の人事に関する事項の決定に
は、監査役の同意を得るものとすることで、当該使用人の取締役からの独立性と当該使用人に対する監査役か
らの指示の実効性を確保する。
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(7) 当社及び子会社の取締役及び使用人等が監査役に報告するための体制その他の監査役への
報告に関する体制並びに当該報告をしたことを理由とする不利な取り扱いを受けないこと
を確保するための体制

① 監査役の監査が実効的に行われるために、取締役会その他重要な会議に出席することに加えて、監査に必要な
情報を取締役、執行役員その他の担当部門、子会社の取締役及び使用人が監査役に対して適時に報告する指針
として「監査役への報告基準」を定め、監査役へ報告する。また、当該基準に基づき監査役へ報告した者に対
して、その報告を理由とした不利益な処遇は一切行わない。

② 取締役及び使用人は、当社グループ全体を対象とした企業倫理改善提案窓口情報を含む企業活動における法令
や会社規程違反、行動指針違反及び社会常識とかけ離れる行為に関する事実を知った場合には、コンプライア
ンスオフィサーを通じて適時監査役に報告する。

(8) その他監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制
① 監査役は、代表取締役と可能な限り意見交換を行い、常に意思の疎通を図る。
② 監査役は、業務監査室と連携し、監査の充実を図るとともに、監査役が監査の実施にあたり独自の意思形成を
行うために外部の専門家等を利用する場合には、その費用は会社が負担する。

(9) 反社会的勢力排除に向けた基本的な考え方及びその体制整備
① 反社会的勢力排除に向けた基本的な考え方
当社グループは、市民社会の秩序を乱したり安全を脅かしたりする恐れのある反社会的勢力の団体とは、毅然
とした態度で接し、不当要求には一切応じない。

② 反社会的勢力排除に向けた体制整備
「わたしたちの行動指針」において、反社会的勢力との関係の排除を行動指針として示し、その周知徹底を図
る。反社会的勢力による不当要求がなされた場合は、拒絶の意思を反社会的勢力に対して明示するとともに、
速やかに所管の警察署へ通報する。また、平素より警察や外部専門機関が主催する連絡会等へ参加し、反社会
的勢力に関する情報の一元的な管理、蓄積を図るとともに、それら専門機関との連携体制の確保に努める。
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2. 業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要
　当社では、上記方針に基づいて、内部統制体制の整備とその適切な運用に努めております。当期において実施
いたしました内部統制上重要と考える主な取り組みは以下の通りです。

(コンプライアンスに関する取組み)
　コンプライアンスオフィサーを委員長とするコンプライアンス小委員会が主導して、自己検証、コンプライア
ンスに関する研修、社内啓発、企業倫理改善提案内容のレビューなどを行っています。
　当期の主な取り組みとして、近年リスクが増大しているサイバー攻撃への備えとしての情報システムのセキュ
リティ管理及び利用に関する社内ルールの整備や、ハラスメント行為を題材としたコンプライアンス研修等を実
施しました。

(リスク管理に関する取組み)
　リスクマネジメントオフィサーを委員長とするリスクマネジメント小委員会が主導して、リスクの把握、リス
クへの対策の実施、被害の最小化に向けた取り組みを継続的に行っています。
　当期は、天災リスクの再検証及びBCPの見直しを実施しました。

－ 5 －



連結株主資本等変動計算書 (2025年４月１日から2026年３月31日まで) (単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計
当期首残高 4,656 23,622 131,508 △1,975 157,811
当期変動額
剰余金の配当 △4,121 △4,121
親会社株主に
帰属する当期純利益 13,455 13,455

自己株式の取得 △0 △0
自己株式の処分 22 22
株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）
当期変動額合計 － － 9,333 22 9,355
当期末残高 4,656 23,622 140,842 △1,953 167,167

その他の包括利益累計額
非支配
株主持分 純資産合計その他

有価証券
評価差額金

為替換算
調整勘定

退職給付
に係る

調整累計額

その他の
包括利益
累計額合計

当期首残高 1,596 37,846 740 40,183 14,361 212,357
当期変動額
剰余金の配当 △4,121
親会社株主に
帰属する当期純利益 13,455

自己株式の取得 △0
自己株式の処分 22
株主資本以外の項目の
当期変動額（純額） △134 15,402 589 15,857 1,872 17,730

当期変動額合計 △134 15,402 589 15,857 1,872 27,085
当期末残高 1,462 53,249 1,329 56,041 16,234 239,443
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注記事項
１．連結計算書類作成のための基本となる重要な事項

(1) 連結の範囲に関する事項
連結子会社の数及び連結子会社の名称

・連結子会社の数 19社
・連結子会社の名称 Jefferson Industries Corporation

Jefferson Southern Corporation
Austin Tri-Hawk Automotive, Inc.
G-TEKT America Corporation
G-TEKT North America Corporation
Jefferson Elora Corporation
G-TEKT MEXICO CORP. S.A. DE C.V.
G-TEKT Europe Manufacturing Ltd.
G-TEKT (Deutschland) GmbH.
G-TEKT Slovakia, s.r.o.
G-TEKT (Thailand) Co., Ltd.
G-TEKT Eastern Co., Ltd.
G-TEKT India Private Ltd.
PT.G-TEKT Indonesia Manufacturing
Auto Parts Alliance (China) Ltd.
Wuhan Auto Parts Alliance Co., Ltd.
Conghua Auto Parts Alliance (China) Ltd.
Guangzhou Nansha Auto Parts Alliance (China) Ltd.
G-KT do Brasil Ltda.

連結範囲の変更
前連結会計年度において連結子会社でありましたG-TEKT (Shanghai) Technical & Trading Co., Ltd.は清算結了した

ため、連結の範囲から除外しております。

(2) 持分法の適用に関する事項
　 持分法を適用した非連結子会社又は関連会社の数及び会社等の名称

・持分法を適用した非連結子会社又は関連会社の数　　　　 １社
・会社の名称

（非連結子会社） 該当事項はありません。
（関連会社） G-ONE AUTO PARTS DE MEXICO, S.A. DE C.V.
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所有権移転外ファイナンス・
リース取引に係るリース資産

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。

(3) 連結子会社の事業年度等に関する事項
　連結子会社のうち、G-TEKT America Corporation、G-TEKT MEXICO CORP. S.A. DE C.V.、PT.G-TEKT Indonesia 
Manufacturing、G-TEKT (Thailand) Co., Ltd.、G-TEKT Eastern Co., Ltd.、Auto Parts Alliance (China) Ltd.、Wuhan 
Auto Parts Alliance Co., Ltd.、Conghua Auto Parts Alliance (China) Ltd.、Guangzhou Nansha Auto Parts Alliance 
(China) Ltd.及びG-KT do Brasil Ltda.の決算日は12月31日であり、連結計算書類の作成に当たっては、連結決算日現在で実
施した仮決算に基づく計算書類を使用しております。
なお、その他の連結子会社の事業年度の末日は、連結決算日と一致しております。

(4) 会計方針に関する事項
① 重要な資産の評価基準及び評価方法
イ．有価証券の評価基準及び評価方法

その他有価証券
市場価格のない株式等以外のもの

時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法により算定）
市場価格のない株式等 移動平均法による原価法

ロ．デリバティブ取引により生じる正味の債権（及び債務）の評価基準及び評価方法
時価法

ハ．棚卸資産の評価基準及び評価方法
製品及び仕掛品 主として総平均法による原価法（連結貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿

価切下げの方法により算定）
一部の製品及び仕掛品については、個別法による原価法（連結貸借対照表価額については
収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算定）

原材料 主として先入先出法による原価法（連結貸借対照表価額については収益性の低下に基づく
簿価切下げの方法により算定）

貯蔵品 先入先出法による原価法（連結貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下
げの方法により算定）

② 重要な減価償却資産の減価償却の方法
イ．有形固定資産 定額法を採用しております。

なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。
建物及び構築物 ２年～50年
機械装置及び運搬具 ２年～25年
工具、器具及び備品 ２年～20年

ロ．無形固定資産
ソフトウェア ソフトウェア（自社利用）の減価償却の方法は、社内における利用可能期間（２年～５

年）に基づく定額法によっております。
ハ．リース資産
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イ．重要な外貨建の資産又は負
債の本邦通貨への換算基準

外貨建金銭債権債務は、連結決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益
として処理しております。なお、在外連結子会社の資産及び負債は連結決算日の直物為替
相場により円貨に換算し、収益及び費用は期中平均相場により円貨に換算し、換算差額は
純資産の部における為替換算調整勘定及び非支配株主持分に含めて計上しております。

③ 重要な引当金の計上基準
イ．貸倒引当金 債権の貸倒損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特

定の債権については個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。
ロ．賞与引当金 当社及び一部の在外連結子会社は、従業員の賞与の支給に備えるため、支給見込額に基づ

き計上しております。
ハ．役員株式給付引当金 株式交付規程に基づく当社の取締役等への当社株式の交付に備えるため、期末における株

式給付債務の見込額に基づき計上しております。
④ 重要な収益及び費用の計上基準
イ．製品販売 当社グループは主に自動車部品の製造販売を行っており、国内外の完成車メーカーを顧客

としております。当社グループでは、主に完成した製品を顧客に納入することを履行義務
として識別しており、原則として顧客に製品を納入した時点で、履行義務を充足すると判
断し、当該時点で収益を認識しております。また、当社グループは上記製品の量産化に必
要な金型設備の製作・販売も行っております。当社グループでは、量産化が開始できる金
型設備を納入することを履行義務として識別しており、検収や量産開始等により顧客へ支
配が実質的に移転し、履行義務が充足されたと判断される時点において収益を認識してお
ります。
これらの履行義務に対する対価は、履行義務充足後、主として１ヶ月程度で回収してお
り、重要な金融要素は含んでおりません。収益は、顧客との契約において約束された対価
から、値引き、割戻し、及び有償受給取引において顧客に支払われる対価を控除した金額
で測定しております。

ロ．サービスの提供 自動車部品に関連するサービスについては、主に技術支援等のサービスを顧客に提供する
ことを履行義務として識別しており、サービスを提供する一定期間にわたり履行義務が充
足すると判断し、当該サービス提供期間にわたり収益を認識しております。
これらの履行義務に対する対価は、履行義務充足後、概ね１ヶ月から６ヶ月の間に回収し
ており、重要な金融要素は含んでおりません。

⑤ その他連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項

ロ．重要なヘッジ会計の方法
Ⅰ．ヘッジ会計の方法 原則として繰延ヘッジ処理によっております。

なお、振当処理の要件を満たしている為替予約については振当処理に、特例処理の要件を
満たしている金利スワップについては特例処理によっております。

Ⅱ．ヘッジ手段とヘッジ対象 ヘッジ会計を適用したヘッジ手段とヘッジ対象は以下のとおりであります。
ａ．ヘッジ手段…為替予約

ヘッジ対象…製品輸出による外貨建売上債権
ｂ．ヘッジ手段…金利スワップ

ヘッジ対象…借入金変動金利
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Ⅰ．退職給付見込額の期間帰
属方法

退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当連結会計年度までの期間に帰属させる
方法については、給付算定式基準によっております。

Ⅱ．数理計算上の差異及び過
去勤務費用の費用処理方
法

数理計算上の差異は、各連結会計年度の発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の
一定の年数（５年）による定額法により按分した額を、それぞれ発生の翌連結会計年度か
ら費用処理しております。
過去勤務費用については、その発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数（5
年）による定額法により費用処理しております。

Ⅲ．ヘッジ方針 デリバティブ取引に関する権限規程及び取引限度額等を定めた内部規程に基づき、ヘッジ
対象に係る為替相場変動リスクを一定の範囲内でヘッジしております。

Ⅳ．ヘッジ有効性評価の方法 ヘッジ対象の相場変動とヘッジ手段の相場変動を比較し、その変動額の比率によって有効
性を評価しております。
ただし、振当処理の要件を満たしている為替予約及び特例処理の要件を満たしている金利
スワップについては、有効性の評価を省略しております。

ハ．退職給付に係る会計処理の方法

２．会計方針の変更に関する注記
　該当事項はありません。

３．追加情報

業績連動型株式報酬に関する自己株式取得について
　当社は、取締役（社外取締役を除く。）並びに当社と委任契約を締結している執行役員（以下「取締役等」という。）に信
託を通じて自社の株式を交付する取引を行っております。
① 取引の概要
　当社は、取締役等を対象に、これまで以上に当社の中長期的な業績の向上と企業価値の増大への貢献意欲を高めることを目
的とし、当社の株式価値との連動性が高い役員報酬制度として、業績連動型株式報酬制度（以下「本制度」という。）を導入
しております。
　本制度は、2016年３月末日で終了する連結会計年度から2026年３月末日で終了する連結会計年度までの期間において在任
する取締役等に対する報酬として、当社が金員を拠出して設定した信託が取引所市場を通じて当社株式を取得のうえ、当該株
式を一定の要件を満たす取締役等に対し、その役位、業績等に応じて交付する株式報酬制度です。
② 信託に残存する自社の株式
　信託に残存する当社株式を、信託における帳簿価額（付随費用の金額を除く。）により、純資産の部に自己株式として計上
しております。当該自己株式の帳簿価額及び株式数は、当連結会計年度において、それぞれ945百万円、573千株でありま
す。

会計上の見積り
　期末時点で入手可能な情報に基づき、固定資産の減損や繰延税金資産の回収可能性等の会計上の見積りを行った結果、当連
結会計年度の連結計算書類において、重要な影響はないと判断しておりますが、この見積りには不確実性が含まれているた
め、世界的な景況感、地政学的リスク、米国の新関税政策や通商政策の変動によっては、当社グループの業績及び財政状態に
悪影響を及ぼす可能性があります。
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当連結会計年度

繰延税金資産 774

当連結会計年度

有形固定資産 199,511

無形固定資産 1,945

４．表示方法の変更に関する注記

（連結損益計算書）
　前連結会計年度まで営業外収益の「その他」に含めて表示しておりました「助成金収入」は、金額的重要性が増したため、
当連結会計年度より、区分掲記しております。
　なお、前連結会計年度の「助成金収入」は２百万円であります。

５．重要な会計上の見積りに関する注記
(1) 繰延税金資産
① 当連結会計年度の連結計算書類に計上した金額

(単位：百万円)

② 識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報
　将来の利益計画に基づいた課税所得が十分に確保できること等の理由で、回収可能性があると判断した将来減算一時差異に
ついて繰延税金資産を計上しております。計画策定時における合理的な情報等を基礎として将来の事業計画を策定しておりま
すが、その見積りの前提とした条件や仮定に変更が生じた場合、あるいは法制度の変更によって回収可能性が十分ではないと
判断した場合、繰延税金資産を減額する必要があり、翌連結会計年度の連結計算書類において繰延税金資産の金額に重要な影
響を与える可能性があります。

(2) 固定資産の減損
① 当連結会計年度の連結計算書類に計上した金額

(単位：百万円)

　なお、上記のうち、中国において自動車部品製造販売を行う連結子会社Wuhan Auto Parts Alliance Co., Ltd.の保有して
いる有形・無形固定資産は、8,376百万円です。
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当連結会計年度

退職給付に係る負債 1,592

退職給付に係る資産 2,367

建物及び構築物 61,920百万円
機械装置及び運搬具 181,842百万円
工具、器具及び備品 155,600百万円

流動負債　前受金 10,481百万円
固定負債　その他 451百万円

② 識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報
　固定資産のうち減損の兆候がある資産又は資産グループについて、当該資産又は資産グループから得られる割引前将来キャ
ッシュ・フローの総額が帳簿価額を下回る場合には、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失として計上
しております。また、国際財務報告基準を適用している海外子会社について、減損の兆候がある資産又は資産グループについ
ては、割引前将来キャッシュ・フローと割引率に基づいて回収可能価額を算定しており、回収可能価額が帳簿価額を下回る場
合には、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失として計上しております。将来キャッシュ・フローは、
計画策定時における合理的な情報等を基礎として策定された事業計画に基づいております。この事業計画は、各種経済予測、
販売単価やコスト見込、顧客の生産計画などに関する経営者の判断に基づく仮定により影響を受け、技術革新や支援政策によ
り大きな影響を受けるEVへの移行見込等、事業計画の前提とした条件や仮定にも不確実性が含まれているため、変更が生じた
場合、将来キャッシュ・フローが減少することによって減損処理を認識する必要が生じ、翌連結会計年度の連結計算書類にお
いて固定資産の金額に重要な影響を与える可能性があります。

(3) 退職給付に係る負債及び退職給付に係る資産

① 当連結会計年度の連結計算書類に計上した金額
(単位：百万円)

② 識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報
　退職給付に係る負債、退職給付に係る資産及び退職給付費用は、主に数理計算で設定される退職給付に係る負債の割引率、
年金資産の期待運用収益率等の仮定に基づいて算出しております。割引率は、確定給付制度債務と概ね同じ支払期日を有する
優良社債の報告期間の期末日時点における市場利回りに基づいて決定し、年金資産の期待運用収益率は、過去の運用実績及び
将来見通し等に基づいて決定しております。前提となった割引率及び期待運用収益率の変動は、翌連結会計年度の連結計算書
類において退職給付に係る負債及び退職給付に係る資産の金額に重要な影響を与える可能性があります。

６．連結貸借対照表に関する注記
(1) 資産から直接控除した減価償却累計額

(2) 当連結会計年度の負債残高には、以下の契約負債が含まれております。
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株　式　の　種　類 当連結会計年度期首の株式数 当連結会計年度増加株式数 当連結会計年度減少株式数 当連結会計年度末の株式数

普 通 株 式 43,931,260株 －株 －株 43,931,260株

・株式の種類 普通株式
・配当金の総額 2,169百万円
・１株当たり配当額 50円
・基準日 2025年３月31日
・効力発生日 2025年６月24日

・株式の種類 普通株式
・配当金の総額 1,952百万円
・１株当たり配当額 45円
・基準日 2025年９月30日
・効力発生日 2025年12月１日

・株式の種類 普通株式
・配当金の総額 2,212百万円
・１株当たり配当額 51円
・基準日 2026年３月31日
・効力発生日 2026年６月23日
・配当の原資 利益剰余金

７．連結株主資本等変動計算書に関する注記
(1) 発行済株式の総数に関する事項

(2) 剰余金の配当に関する事項
① 配当金支払額等
イ．2025年６月23日開催の第14回定時株主総会決議による配当に関する事項

（注）配当金の総額には、信託が保有する自社の株式に対する配当金29百万円が含まれております。
ロ．2025年11月13日開催の取締役会決議による配当に関する事項

（注）配当金の総額には、信託が保有する自社の株式に対する配当金25百万円が含まれております。
② 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生が翌連結会計年度になるもの
　2026年６月22日開催の第15回定時株主総会決議において次のとおり付議いたします。

（注）配当金の総額には、信託が保有する自社の株式に対する配当金29百万円が含まれております。
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８．金融商品に関する注記
(1) 金融商品の状況に関する事項
① 金融商品に対する取組方針
　当社グループは、資金運用については短期的な預金等に限定し、また、資金調達については銀行借入れによる方針です。デ
リバティブは、後述するリスクを回避するために利用しており、投機的な取引は行わない方針であります。

② 金融商品の内容及びそのリスク並びにリスク管理体制
　営業債権である受取手形及び売掛金は、顧客の信用リスクに晒されております。当該リスクに関しては、取引先ごとの期日
管理及び残高管理を行うとともに、主な取引先の信用状況を半期ごとに把握する体制としております。また、外貨建営業債権
は、為替の変動リスクに晒されております。当該リスクを軽減するため、為替予約をヘッジ手段として利用しております。
　投資有価証券である株式は、市場価格の変動リスクに晒されておりますが、主に業務上の関係を有する企業の株式であり、
定期的に把握された時価が取締役会に報告されております。
　営業債務である買掛金は、そのほとんどが１年以内の支払期日です。
　借入金のうち、短期借入金は主に営業取引に係る資金調達であり、長期借入金（原則として５年以内）は主に設備投資に係
る資金調達です。変動金利による借入金は、金利の変動リスクに晒されておりますが、このうち長期のものの一部について
は、支払金利の変動リスクを回避し支払利息の固定化を図るために、個別契約ごとにデリバティブ取引（金利スワップ取引）
をヘッジ手段として利用しております。
　デリバティブ取引の執行・管理については、取引権限を定めた社内規程に従って行っており、また、デリバティブの利用に
当たっては、信用リスクを軽減するために、格付の高い金融機関とのみ取引を行っております。
　なお、ヘッジ会計に関するヘッジ手段とヘッジ対象、ヘッジ方針、ヘッジ有効性評価の方法については、「１．連結計算書
類作成のための基本となる重要な事項　(4) 会計方針に関する事項　⑤ その他連結計算書類の作成のための基本となる重要な
事項　ロ．重要なヘッジ会計の方法」を参照ください。
　また、営業債務や借入金は、流動性リスクに晒されておりますが、当社グループでは、各社が月次に資金繰計画を作成する
などの方法により管理しております。

③ 金融商品の時価等に関する事項についての補足説明
　「(2) 金融商品の時価等に関する事項」におけるデリバティブ取引に関する契約額等については、その金額自体がデリバティ
ブ取引に係る市場リスクを示すものではありません。
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連結貸借対照表計上額（＊4） 時価（＊4） 差額

(1) 投資有価証券

その他有価証券 4,897 4,897 －

(2) 長期借入金（１年以内に返済予定
のものを含む） （33,016） （31,863） （△1,152）

当連結会計年度

非上場株式 6,817

(2) 金融商品の時価等に関する事項
　2026年３月31日（当期の連結決算日）における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりで
す。なお、市場価格のない株式等は、次表に含めておりません。

（単位：百万円）

（＊1）「現金及び預金」については、現金であること、及び預金が短期間で決済されるため時価が帳簿価額に近似するもので
あることから、記載を省略しております。
（＊2）「受取手形及び売掛金」、「買掛金」、「未払金」及び「短期借入金」は概ね短期間で決済されるため時価が帳簿価額
に近似するものであることから、記載を省略しております。
（＊3）市場価格のない株式等は「(1)投資有価証券」には含まれておりません。当該金融商品の連結貸借対照表計上額は以下
のとおりであります。

（単位：百万円）

（＊4）負債に計上されているものについては、（　）で示しております。
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区分
時価

レベル１ レベル２ レベル３ 合計
投資有価証券

その他有価証券
株式（※1） 4,897 － － 4,897

資産計 4,897 － － 4,897

区分
時価

レベル１ レベル２ レベル３ 合計
長期借入金（1年以内に返済予
定のものを含む）

－ 31,863 － 31,863

負債計 － 31,863 － 31,863

(3) 金融商品の時価のレベルごとの内訳等に関する事項
金融商品の時価を、時価の算定に係るインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以下の３つのレベルに分類しておりま
す。
　レベル１の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、活発な市場において形成される当該時価の算定の対象と
なる資産又は負債に関する相場価格により算定した時価
　レベル２の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、レベル１のインプット以外の時価の算定に係るインプッ
トを用いて算定した時価
　レベル３の時価：観察できない時価の算定に係るインプットを使用して算定した時価
時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのインプットがそれぞれ属するレベルのう
ち、時価の算定における優先順位が最も低いレベルに時価を分類しております。

① 時価で連結貸借対照表に計上している金融商品
当連結会計年度（2026年３月31日）

（単位：百万円）

② 時価で連結貸借対照表に計上している金融商品以外の金融商品
当連結会計年度（2026年３月31日）

（単位：百万円）
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種類 取得原価 連結貸借対照表計上額 差額

連結貸借対照表計上額が取得原価を
超えるもの 株式 2,767 4,897 2,130

連結貸借対照表計上額が取得原価を
超えないもの 株式 － － －

合計 2,767 4,897 2,130

（注）1. 時価の算定に用いた評価技法及び時価の算定に係るインプットの説明

投資有価証券
これらの時価について、上場株式は取引所の価格によって評価しております。上場株式は活発な市場で取引されているため、
その時価をレベル１に分類しております。

デリバティブ取引
店頭取引であり、公表された相場価格が存在していないため、取引先金融機関から提示された価格等に基づき算定しており、
レベル２の時価に分類しております。

長期借入金
長期借入金の時価については、元利金の合計額を同様の新規借入れを行った場合に想定される利率で割り引いて算定する方法
によっております。また、変動金利による長期借入金は金利スワップの特例処理の対象とされており（（注）2. 投資有価証券
及びデリバティブ取引に関する事項  (※2) デリバティブ取引 参照）、当該金利スワップと一体として処理された元利金の合計
額を同様の借入れを行った場合に適用される合理的に見積もられる利率で割り引いて算定しており、レベル２の時価に分類し
ております。

（注）2. 投資有価証券及びデリバティブ取引に関する事項
(※1) 投資有価証券
投資有価証券はその他有価証券として保有しており、これに関する連結貸借対照表計上額と取得原価との差額は以下のとおり
です。

（単位：百万円）

(※2) デリバティブ取引
① ヘッジ会計が適用されていないもの
　　該当事項はありません。
② ヘッジ会計が適用されているもの
　　該当事項はありません。
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連結貸借対照表計上額
連結決算日における時価

当期首残高 当期増減額 当期末残高

487 109 596 530

報告セグメント
合計 調整額 連結

日本 北米 欧州 アジア 中国 南米

製品及び商品 68,964 126,757 36,268 40,215 53,171 18,254 343,632 △10,879 332,752
サービスの提供 6,719 255 313 － － － 7,287 △6,923 364
その他 296 － － － － － 296 － 296

計 75,980 127,012 36,582 40,215 53,171 18,254 351,216 △17,802 333,413

９．賃貸等不動産に関する注記
賃貸等不動産の状況及び時価に関する事項
(1) 賃貸等不動産の概要

　当社グループは、東京都、栃木県、滋賀県及び岐阜県において賃貸用土地等を有しております。
(2) 賃貸等不動産の連結貸借対照表計上額及び当連結会計年度における主な変動並びに決算日における時価及び当該時価の算定

方法
（単位：百万円）

（注）１. 連結貸借対照表計上額は、取得原価から減価償却累計額及び減損損失累計額を控除した金額であります。
２. 当連結会計年度末の時価は、主として「不動産鑑定評価基準」に基づいて自社で算定した金額（指標等を用いて調整を

行ったものを含む。）であります。
(3) 賃貸等不動産に関する損益

　当該賃貸等不動産に係る賃貸損益は、23百万円（賃貸収益は売上高に、主な賃貸費用は販売費及び一般管理費に計上）であ
ります。

10．収益認識に関する注記
(1) 顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報

　顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報は、「１．連結計算書類作成のための基本となる重要な事項　
(4) 会計方針に関する事項　④ 重要な収益及び費用の計上基準」に記載のとおりであります。

(2) 顧客との契約から生じる収益を分解した情報
　当連結会計年度（自　2025年４月１日　至　2026年３月31日）

 (単位：百万円)

（注）なお、製品及び商品のうち、金型設備の販売によるものは当連結会計年度で23,292百万円です。

－ 18 －



(1) １株当たり純資産額 5,213円62銭
(2) １株当たり当期純利益 314円31銭

11．１株当たり情報に関する注記

12．重要な後発事象に関する注記
　該当事項はありません。
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株主資本等変動計算書 (2025年４月１日から2026年３月31日まで)
(単位：百万円)

株主資本

資本金
資本剰余金

資本準備金 その他資本剰余金 資本剰余金合計
当期首残高 4,656 23,333 323 23,657
当期変動額
剰余金の配当
当期純利益
買換資産積立金の積立
買換資産積立金の取崩
自己株式の取得
自己株式の処分
株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）
当期変動額合計 － － － －
当期末残高 4,656 23,333 323 23,657

株主資本
利益剰余金

利益準備金
その他利益剰余金

利益剰余金合計
買換資産積立金 別途積立金 繰越利益剰余金

当期首残高 369 14 10,800 55,934 67,118
当期変動額
剰余金の配当 △4,121 △4,121
当期純利益 10,073 10,073
買換資産積立金の積立 332 △332 －
買換資産積立金の取崩 △1 1 －
自己株式の取得
自己株式の処分
株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）
当期変動額合計 － 330 － 5,620 5,951
当期末残高 369 345 10,800 61,555 73,070

(単位：百万円)
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(単位：百万円)

株主資本 評価・換算差額等
純資産合計

自己株式 株主資本合計 その他有価証券
評価差額金

評価・換算
差額等合計

当期首残高 △1,975 93,457 1,596 1,596 95,053
当期変動額
剰余金の配当 △4,121 △4,121
当期純利益 10,073 10,073
買換資産積立金の積立 － －
買換資産積立金の取崩 － －
自己株式の取得 △0 △0 △0
自己株式の処分 22 22 22
株主資本以外の項目の当期
変動額（純額） △134 △134 △134

当期変動額合計 22 5,974 △134 △134 5,839
当期末残高 △1,953 99,431 1,462 1,462 100,893
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所有権移転外ファイナンス・
リース取引に係るリース資産

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。

注記事項
１．重要な会計方針に係る事項に関する注記

(1) 資産の評価基準及び評価方法
① 子会社株式及び関連会社株式 移動平均法による原価法
② その他有価証券

市場価格のない株式等以外のもの
時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法により算定）

市場価格のない株式等 移動平均法による原価法
③ デリバティブ取引により生じる正味の債権（及び債務）の評価基準及び評価方法

時価法
④ 棚卸資産の評価基準及び評価方法

製品及び仕掛品 総平均法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの方
法により算定）
一部の製品及び仕掛品については、個別法による原価法（貸借対照表価額については収益
性の低下に基づく簿価切下げの方法により算定）

原材料 先入先出法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの
方法により算定）

貯蔵品 先入先出法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの
方法により算定）

(2) 固定資産の減価償却の方法
① 有形固定資産 定額法を採用しております。

なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。
建物 ４年～50年
機械及び装置 ２年～17年
工具、器具及び備品 ２年～18年

② 無形固定資産 ソフトウェア（自社利用）の減価償却の方法は、社内における利用可能期間（５年）に基
づく定額法によっております。

③ リース資産

(3) 引当金の計上基準
① 貸倒引当金 債権の貸倒損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特

定の債権については個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。
② 賞与引当金 従業員の賞与の支給に備えるため、支給見込額に基づき計上しております。
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イ．退職給付見込額の期間帰属方
法

退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当事業年度までの期間に帰属させる方法
については、給付算定式基準によっております。

ロ．数理計算上の差異及び過去勤
務費用の費用処理方法

数理計算上の差異は、各事業年度の発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の一定
の年数（５年）による定額法により按分した額を、それぞれ発生の翌事業年度から費用処
理しております。
過去勤務費用については、その発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数（5
年）による定額法により費用処理しております。

③ 退職給付引当金

④ 役員株式給付引当金 株式交付規程に基づく当社の取締役等への当社株式の交付に備えるため、期末における株
式給付債務の見込額に基づき計上しております。

(4) 収益及び費用の計上基準
① 製品販売 当社は主に自動車部品の製造販売を行っており、国内外の完成車メーカーを顧客としてお

ります。当社では、主に完成した製品を顧客に納入することを履行義務として識別してお
り、原則として顧客に製品を納入した時点で、履行義務を充足すると判断し、当該時点で
収益を認識しております。
また、当社は上記製品の量産化に必要な金型設備の製作・販売も行っております。当社で
は、量産化が開始できる金型設備を納入することを履行義務として識別しており、検収や
量産開始等により顧客へ支配が実質的に移転し、履行義務が充足されたと判断される時点
において収益を認識しております。
これらの履行義務に対する対価は、履行義務充足後、主として１ヶ月程度で回収してお
り、重要な金融要素は含んでおりません。収益は、顧客との契約において約束された対価
から、値引き、割戻し、及び有償受給取引において顧客に支払われる対価を控除した金額
で測定しております。

② サービスの提供 自動車部品に関連するサービスについては、主に技術支援等のサービスを顧客に提供する
ことを履行義務として識別しており、サービスを提供する一定期間にわたり履行義務が充
足すると判断し、当該サービス提供期間にわたり収益を認識しております。
これらの履行義務に対する対価は、履行義務充足後、概ね１ヶ月から６ヶ月の間に回収し
ており、重要な金融要素は含んでおりません。

(5) その他計算書類の作成のための基本となる重要な事項
① 外貨建の資産及び負債の本邦通貨への換算基準

外貨建金銭債権債務は、期末日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益とし
て処理しております。

② ヘッジ会計の方法
イ．ヘッジ会計の方法 原則として繰延ヘッジ処理によっております。

なお、振当処理の要件を満たしている為替予約については振当処理に、特例処理の要件を
満たしている金利スワップについては特例処理によっております。
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ロ．ヘッジ手段とヘッジ対象 ヘッジ会計を適用したヘッジ手段とヘッジ対象は以下のとおりであります。
ａ．ヘッジ手段…為替予約

ヘッジ対象…製品輸出による外貨建売上債権
ｂ．ヘッジ手段…金利スワップ

ヘッジ対象…借入金変動金利
ハ．ヘッジ方針 デリバティブ取引に関する権限規程及び取引限度額等を定めた内部規程に基づき、ヘッジ

対象に係る為替相場変動リスクを一定の範囲内でヘッジしております。
ニ．ヘッジ有効性評価の方法 ヘッジ対象の相場変動とヘッジ手段の相場変動を比較し、その変動額の比率によって有効

性を評価しております。
ただし、振当処理の要件を満たしている為替予約及び特例処理の要件を満たしている金利
スワップについては、有効性の評価を省略しております。

③ 退職給付に係る会計処理
退職給付に係る未認識数理計算上の差異の会計処理の方法は、連結計算書類におけるこれ
らの会計処理の方法と異なっております。

２．会計方針の変更に関する注記
　該当事項はありません。

３．追加情報
業績連動型株式報酬に関する自己株式取得について

　当社は、取締役（社外取締役を除く。）並びに当社と委任契約を締結している執行役員（以下「取締役等」という。）に信
託を通じて自社の株式を交付する取引を行っております。

① 取引の概要
　当社は、取締役等を対象に、これまで以上に当社の中長期的な業績の向上と企業価値の増大への貢献意欲を高めることを目
的とし、当社の株式価値との連動性が高い役員報酬制度として、業績連動型株式報酬制度（以下「本制度」という。）を導入
しております。
　本制度は、2016年３月末日で終了する事業年度から2026年３月末日で終了する事業年度までの期間において在任する取締
役等に対する報酬として、当社が金員を拠出して設定した信託が取引所市場を通じて当社株式を取得のうえ、当該株式を一定
の要件を満たす取締役等に対し、その役位、業績等に応じて交付する株式報酬制度です。

② 信託に残存する自社の株式
　信託に残存する当社株式を、信託における帳簿価額（付随費用の金額を除く。）により、純資産の部に自己株式として計上
しております。当該自己株式の帳簿価額及び株式数は、当事業年度において、それぞれ945百万円、573千株であります。

４．表示方法の変更に関する注記

（損益計算書）
　前事業年度まで営業外収益の「その他」に含めて表示しておりました「助成金収入」は、金額的重要性が増したため、当事
業年度より、区分掲記しております。
　なお、前事業年度の「助成金収入」は14百万円であります。
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当事業年度

短期金銭債権 15,332

関係会社株式 46,748

関係会社長期貸付金 4,556

当事業年度

前払年金費用 453

５．重要な会計上の見積りに関する注記

(1) 関係会社に対する短期金銭債権及び投融資の評価
① 当事業年度の計算書類に計上した金額

(単位:百万円)

② 識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報
　子会社株式については、その株式の実質価額が帳簿価額を著しく下回った場合、事業計画に基づく回復可能性があるものを
除き、減損処理を実施しております。
　子会社に対する短期金銭債権及び長期貸付金については、財政状態の悪化がみられる場合は、回収可能性の見積りにおい
て、事業計画に基づく将来キャッシュ・フローを見積り、回収不能部分について貸倒引当金を計上しております。
　事業計画は、各種経済予測、顧客の生産計画などに関する経営者の判断に基づく仮定により影響を受け、前提とした条件や
仮定には不確実性が含まれているため、変更が生じた場合、翌事業年度の計算書類において、子会社の短期金銭債権及び長期
貸付金に対する貸倒引当金に重要な影響を与える可能性があります。

(2) 退職給付に係る会計処理
① 当事業年度の計算書類に計上した金額

(単位：百万円)

② 識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報
　識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報につきましては、「連結計算書類に関する注記事項　５．重
要な会計上の見積りに関する注記」に同一の内容を記載しておりますので、省略しております。
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建物 17,801百万円
構築物 1,691百万円
機械及び装置 28,982百万円
車両及び運搬具 625百万円
工具、器具及び備品 52,437百万円

Jefferson Industries Corporation 4,476百万円
G-TEKT MEXICO CORP. S.A. DE C.V. 319百万円
G-TEKT Slovakia, s.r.o. 183百万円

① 短期金銭債権 20,641百万円
② 短期金銭債務 2,423百万円
③ 長期金銭債権 4,556百万円

売上高 47,481百万円
仕入高 12,361百万円
その他 575百万円

受取利息 67百万円
受取配当金 3,324百万円
その他 5百万円

６．貸借対照表に関する注記

(1) 資産から直接控除した減価償却累計額

(2) 債務保証
　次の子会社及び関連会社について、金融機関からの借入に対し債務保証を行っております。

(3) 関係会社に対する金銭債権及び金銭債務

７．損益計算書に関する注記
関係会社との営業取引及び営業取引以外の取引の取引高の総額

① 営業取引

② 営業取引以外の取引
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株 式 の 種 類 当事業年度期首の株式数 当事業年度増加株式数 当事業年度減少株式数 当事業年度末の株式数

普 通 株 式 1,131,588株 6株 12,921株 1,118,673株

単元未満株式の買取による増加 6株

信託による自社の株式の交付による減少 12,921株

８．株主資本等変動計算書に関する注記
自己株式の数に関する事項

（注）１. 当事業年度期首及び当事業年度末の自己株式数のうち信託が所有する株式数は、当事業年度期首586,391株、当事業年
度末573,470株であります。

２. 増加数の内訳は、次のとおりであります。

３. 減少数の内訳は、次のとおりであります。
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（固定）
繰延税金資産

未払事業税否認 110百万円
賞与引当金損金算入限度超過額 340百万円
固定資産税 33百万円
減価償却費損金算入限度超過額 79百万円
関係会社株式評価損 276百万円
その他 611百万円

繰延税金資産小計 1,452百万円
評価性引当額 △666百万円
繰延税金資産合計 786百万円
繰延税金負債

買換資産圧縮積立金 △157百万円
年金資産 △142百万円
その他有価証券評価差額金 △922百万円
その他 △31百万円

繰延税金負債合計 △1,254百万円
繰延税金資産（負債）の純額 △468百万円

法定実効税率 30.5％
（調整）

交際費等永久に損金算入されない項目 0.3％
受取配当金益金不算入 △0.1％
海外子会社受取配当金益金不算入 △6.9％
外国税額控除 △0.9％
均等割 0.3％
試験研究費等の特別控除 △5.0％
評価性引当額 △0.3％
その他 △0.2％

税効果会計適用後の法人税等の負担率 17.5％

９．税効果会計に関する注記
(1) 繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

(2) 法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率との間に重要な差異があるときの、当該差異の原因となった主要な項
目別の内訳
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属性 会社等の名称
資本金
又　は
出資金

(百万円)

事業の内容
又は職業

議決権等
の 所 有
(被所有)
割合(％)

関係内容

取引の内容 取引金額
（百万円） 科目 期末残高

（百万円）役員の
兼任等
（人）

事業上
の関係

その他の
関係会社 本田技研工業㈱ 86,067

原動機及び輸送用
機 械 器 具 、 農 機
具、その他原動機
を利用した機械器
具の製造及び販売

(被所有)
直接

20.83
－

製品の販売並
びに原材料及
び部品の購入

当社製品の販売
(注) (1) (3) 30,384 売掛金 5,190

原材料購入
(注) (2) 11,904 買掛金 2,355

属性 会社等の名称
資本金
又　は
出資金

事業の内容
又は職業

議 決 権 等
の 所 有
( 被 所 有 )
割 合 ( ％ )

関係内容

取引の内容 取引金額
（百万円） 科目 期末残高

（百万円）役員の
兼任等
（人）

事業上
の関係

子会社
J e f f e r s o n 
I n d u s t r i e s 
C o r p o r a t i o n

(百万USドル)
40

自動車用車体
プレス部品の
製造・販売

直接  62.60 3 当社製品及び
設備の販売

当社製品及び
設備の販売
(注) (1)

7,604
売掛金 6,023

その他短期
金銭債権 377

債務保証 4,476 － －

子会社
J e f f e r s o n 
S o u t h e r n
Corporation

(百万USドル)
23

自動車用車体
プレス部品の
製造・販売

直接    8.70
間接  91.30 2 当社製品及び

設備の販売

資金の貸付
(注) (2) － 長期

貸付金 3,197

当社製品及び
設備の販売
(注) (1)

164
売掛金 3,602

その他短期
金銭債権 615

子会社
G-TEKT Europe
Manufacturing
Ltd.

(百万ポンド)
12

自動車用車体
プレス部品の
製造・販売

直接100.00 2 当社製品及び
設備の販売 配当金の受取 1,012 － －

子会社 G-TEKT Eastern
Co., Ltd.

(百万バーツ)
581

自動車用車体
プレス部品の
製造・販売

直接100.00 2 当社製品及び
設備の販売 配当金の受取 660 － －

10．関連当事者との取引に関する注記
(1) 親会社及び法人主要株主等

（注）取引条件ないし取引条件の決定方針等
(1) 販売価格の決定方法は、経済合理性に基づき市場価格及び当社の生産技術などを勘案して見積書を作成し、それを得意

先に提出のうえ、価格交渉を行い決定しております。
(2) 原材料の購入については、市場価格を参考に価格交渉のうえ、決定しております。
(3) 製品（金型等）の販売に係る生産打ち切りによる金型等補償金の決定方法は、得意先の生産打ち切り等により発生する

金型製作費等の未回収部分を勘案して作成した補償申請書を提出のうえ、交渉を行い決定しております。

(2) 子会社及び関連会社等

（注）取引条件ないし取引条件の決定方針等
(1) 販売価格の決定方法は、経済合理性に基づき市場価格及び当社の生産技術などを勘案して見積書を作成し、それを得意

先に提出のうえ、価格交渉を行い決定しております。
(2) 資金の貸付については、市場金利を勘案して利率を合理的に決定しております。
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(1) １株当たり純資産額 2,356円63銭
(2) １株当たり当期純利益 235円31銭

11．収益認識に関する注記
　顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報について、「連結計算書類に関する注記事項　10．収益認識
に関する注記」に同一の内容を記載しておりますので注記を省略しております。
　なお、当社の金型設備の販売による収益は当事業年度で16,070百万円です。

12．１株当たり情報に関する注記

13．重要な後発事象に関する注記
　該当事項はありません。
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